
 

 

 

 

 
 
 

一 般 社 団 法 人 横 浜 市 旭 区 医 師 会 
 
 
 
 

事  報 
 

 

The  Report  of  The  Medical  Association  of Asahiku  Yokohama 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

一 般 社 団 法 人 横 浜 市 旭 区 医 師 会 

TEL 045（363）2660 FAX 045（364）2750 

Email：a sah i -med .o f f i c e@asah i -med ica l . o r g 

2026．7．31 № 720 
 

7

２ 



 

 

目 次： 2026．7 №720 

 

休日急患診療所報告 ······························································· 1 

休日急患診療所運営委員会議事録 ··················································· 2 

旭休日急患診療所患者月報 ......................................................... 4 

 

在宅事業運営委員会報告 ........................................................... 6 

 

令和 8年度 第 4回 横浜市旭区医師会理事会議事録 ································· 11 

 

令和 8年度 第 4回 横浜市旭区医師会事業運営委員会議事録 ························· 14 

 

 

横浜市旭区医師会行事予定表 ······················································ 16 

 

休日急患診療所出動医予定表 ······················································ 18



1 

 

休日急患診療所報告 

1. 休日急患診療所報告 

旭休日急患診療所患者月報 

 

 6 月 7 日(日)患者数 16 名  

特記事項：・やはりヒマでした。 

・カルテが大変でした。 

 

6 月 14 日(日)患者数 16 名 

特記事項：・本日は午前中 3 名、午後 1 名(15：30 時点)の来院がありました。 

・落ち着いていました。 

 

6 月 21 日(日)患者数 7 名 

特記事項：・非常に落ち着いていました。 

 ・落ち着いていました。 

 

6 月 28 日(日)患者数 15 名 

特記事項：・発熱患者数名と落ち着いていた。他、腹痛、嘔吐、手のしびれなどの患者であった。 

・発熱患者数名でした。 
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休日急患診療所運営委員会 

 

令和 8年度 

第 2回 

日時：令和 8年 7月 6日（月）19:30～20：30  

 会場：横 浜 市 旭 区 医 師 会  １ 階 講 堂 

 

 

常 任 委 員： 岡 田 孝 弘（旭区医師会会長） 

 長谷川頼康（休日急患診療所所長） 

 生 末 敏 和（休日急患診療所副所長） 

 安 部 要 藏 

 三 上 大 志 

 増 田 哲 也 

 一色聡一郎 

その他委員：新 井 泰 弘（耳鼻科医会代表） 

事務員：小澤 大村 廣森  福原 

看護師：梅木 市川 近政  

薬剤師：藤 本 直 樹（調剤所責任者） 

日 向  彰（旭区薬剤師会会長） 

石 井 祝 子（担当副会長） 

 

 

１．実績報告（患者数の報告等） 

4月      82 人  

5月      259 人  

6月       54 人   総患者数 395人（132人/月）（23.2人/日） 

 

２．業務報告（院外薬局業務）、並びに検討 

① 医師当直日誌より 

  相変わらず患者が少ない状態で推移しており、厳しい経営状況にある。 

② 休日急患診療所代表理事・所長より 

1、 診療所に保管する外用薬の管理：アンヒバ、ナウゼリン、ダイアップの各座薬と浣

腸を、各用量各 2個ずつ診療所に備えることとする。使用期限は薬剤師が管理し、

より長い使用期限のものが入荷したら入れ替える。 

2、 過去病名を誰が括るか：1か月以内の再来は残して、それ以外は事務で括る。 

3、 自費で宛先未定の紹介状を発行することを認めるか：必ず紹介先を記入する事と

し、全て保険請求する。 

③ 看護師より 

⚫ 5月のとある内科当番の医師が、主訴でなくても耳痛や発疹を伴ったり、帯状疱疹

の疑いの患者等を一切診察してくれず、大変困った状況になった。今後どう対応す

ればよいか。→年齢的にあと 1～2回の出動のはずで、次の当番は所長と組んで乗り

切る事とする。 
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⚫ 患者が少ない状況が続いており、診断名によっては処方日数を伸ばしてはどうか。

→休日における 1次救急が目的であり、基本的には 1～2日の処方でよい。医師の判

断により+αはよいが、一律に処方日数を伸ばす方針とはせず、現状維持とする。 

④ 事務より 

⚫ 前回来院時の未収金がある患者について、来院受付時に未収金を消去する方法だと

混雑時に抜け漏れが発生し当日の会計に齟齬が生じてしまうので、予め一定期間経

過後に消去処理を行いたい。→了承された。 

⚫ 返戻について：最近生年月日間違いによる返戻が何件か発生している。現在の電子

カルテシステムとマイナ保険証の読込システムでは、問診票にまちがった生年月日

を記載されて気づかずに登録してしまうと、そちらの情報が優先して登録されてし

まい間違っている事に気が付けない。→5年以内に来院記録がなければ、新規登録

としてしまう登録方法にすれば上記問題は回避できるので、以降そちらの方法で登

録する。 

⚫ 調剤所へ：①タミフルカプセルの残個数の把握が毎週違う数字があがってくるの

で、うまく引き継いで正しい数字を報告いただきたい。②以前より伝えているが指

示箋が出ていない場合は連絡を入れるようにしていただきたい。患者の待ち時間が

大幅に伸びてクレームに繋がってしまう為。③用法の抜け漏れや個数等を人によっ

て確認するしないではなく、一律にしていただきたい。→これは所長からも積極的

に聞くようにしてくださいと要望があり、疑問点は積極的に問合せいただく事とす

る。 

⑤ 薬剤師より  

⚫ 令和 7年度旭区薬事保健センターの決算報告 

昨年度は移転や院内薬局への移行などがあり、赤字幅が大きくなったが今後は安定

する見込みである。 

⑥ その他 

1､ 災害発生時の避難経路について：避難経路と広域避難場所の確認を行った。 

また横浜市が提供する帰宅困難者一時滞在施設検索システムの紹介も行った。 

2、調剤所の入口が風雨時に雨水が浸水する問題については、近日中に入口にシャッタ

ーを取り付ける予定。 

3、あさがお薬局代表者の藤本先生が退任され、日向先生が兼任される。次回より当運

営委員会へは薬剤師会からは 2名の参加となる。 

 

３．次回運営委員会 

令和 8年 10月 5日（月）午後 7：30～ 
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7 月在宅事業運営委員会議事録 
 
 
 

 日   時：令和 8年 7月 10日（金）  19:30～20：30 

 出 席 者：横浜市旭区医師会 会 長 岡田先生 
  旭訪問看護リハビリステーション  所 長  増田先生 
     副 所 長 菊地先生 
       安部先生・一色先生 
       野本先生 
  旭訪問看護リハビリステーション  管 理 者 飯田 
    常 勤  遠藤・長瀬 

 旭区在宅医療相談室  管 理 者 洪 
 旭区医師会居宅支援センター 管 理 者 岡部 
 横浜市医療局  保 健 師 石川 
 旭区役所 高齢障害支援課        係 長 小林 
     
 

 １．事業報告 

  資料参照 

 

 

 

 ２．在宅医療相談室 

・実績報告 

 

・今後の予定 

➢  多職種連携会議 7月 28日（火） 18：30～20時 二俣川地域ケアプラザ 

 （案）「地域で考える業務改善、FAXの鑑（送付状は必要ですか？」 

➢ 市民向け研修会 8月 27日（木）10時～11時 30分上白根地域家プラザ  洪 正順       

   「自分らしい最期を考えるための医療の話～安心して暮らすために、今できること～」  

➢ 救急の日 9月 9日 10時～11：30 二俣川駅構内 

➢ 在宅緩和ケア推進事業 10月 6日（火）19時～ 医師会館  

講師：ゆう在宅クリニック旭 院長 原田 紳介氏 

➢ 旭区高齢支援課・旭ケアマネット 共催 在宅医療・介護連携研修について 

 （案） 2027年 1月 26日（火）15：30～17：00 旭区役所大会議室 

 

   

 

 

  

 

 

８月は休会です。次回は 9 月 11日（金）19：30～ 
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一般社団法人横浜市旭区医師会理事会議事録 

令和 8年度 第 4回 

 日時：令和 8年 7月 21日（火）午後 7時 30分～ 

 会場：横浜市旭区医師会 第 1会議室 

会 長 岡田孝弘 

副会長 安部要藏 長谷川頼康 三上大志 増田哲也 

理 事 生末敏和 一色聡一郎 岩間博士 梅澤雪子 太田誠志 川瀬 譲  

 菊地悠輔 黒田英世 田井重行 玉川 聡      

監 事 小関 聡 西山貴郁 松宮是哲  

※欠席者は小文字 

 

１．休日急患診療所報告（P1.～P5.） 

２．在宅事業報告（P6.～P10.） 

３．監査報告 

４．本会議題 

【報告事項】 

１． 災害時医療情報基盤について 

トヨクモ安否確認サービス２は災害時に各会員の被災状況を収集し状況の把握を数値的および地図機能

を用いて実施する。平常時には災害時に利用する機能は停止しているものの会員への連絡機能を残して

いるので通常の連絡は行うことができる。会員全員が登録すると緊急時の連絡用対策ツールとして利用で

きる。 

市民向けダッシュボードと行政向けダッシュボードがあり市民に情報全てを公開しているわけではない。医

療機関と行政は行政用を使用して連絡をとりあう。災害時『診療中』の旗を掲げられる診療所はアクセスす

ると自院が開院していることが地図上に示すことができる。薬局も同様で現在登録中。 

【横浜市医師会の全会員の登録作業が必要】 

① トヨクモ安否確認サービス２への初回アクセス 

② 医療機関情報（MAP、診療科）の確認  

旭区会員は以上の作業を必ず行うこと 

登録は一番よく利用するスマートフォンにて登録すること。 

LINE連携もでき、専用アプリ連携も可能。 

 

２． 地域完結型医療推進ワーキンググループについて 

横浜市内の地区と担当病院は、 

北部（昭和藤が丘病院） 

北東部（横浜労災病院） 

中央部（横浜市民病院） 

西部（聖マリ横浜市西部病院） 
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南西部（国際親善総合病院） 

南部（済生会横浜市南部病院） 

東部（済生会横浜市東部病院） 

が中心となって今後展開していく予定。 

 

３． 国際園芸博覧会 医療体制整備状況及び今後の方針について 

診療所は２か所（ゲート前診療所と中央診療所） 

① 中央診療所は横浜市民病院、脳卒中・神経脊椎センター、みなと赤十字病院、横浜市大付属病院、

横浜市大市民総合医療センター、横浜市東部病院、横浜市南部病院、横浜市北部病院、横浜医療

センター、横浜労災病院が担当となった。 

② ゲート前診療所も市立、市大、地域中核病院を除く９４病院１８３回分 

横浜市医師会は９９回分（水曜日早番、日曜日早番・遅番、月曜～木曜の祝祭日） 

７月２日の時点で６２名の応募があり再度調査を行う予定 

 

４．  多重受診・過剰処方の疑いに関する情報提供体制の整備について 

① 多重受診や過剰処方の疑いに関する情報については保険者を経由して相談。通知。 

   当該情報提供が個人情報の保護に抵触しない。 

② 保険者による重複。多剤投与者への保健指導や関係医療機関での適正処方に向けた連携に運

用上の枠組みを整備。 

③ 情報提供を行った医師及び医療機関が守秘義務違反など法的責任を問われることのないよう

に制度的措置を講じる。 

 

５． 未成年者の休日診受診の際の診察の実施について 

休日診に未成年者が知人に連れられて受診した時に親と連絡がつけられない状況であったため

診療はできなかった件について、延命弁護士に確認したところ 

⇒医療法の療担規則において親権者の同行はあってもなくても診療することはできる 

  民法上で医療契約と医療同意が必要となる上で、医療契約は親権者の同意が必要となる 

  医療同意についてはインフォームドコンセントする上で親権者が必要となる 

 

６． 令和８年度横浜市地域医療連携推進事業市民医療講演会の開催について 

    補助金 154,000円/１区  （令和７年度旭区医師会は 101,963円を請求） 

旭区は昨年三師会と行政と合同でサンハートにて「災害時の医療に備える」を開催 

今年度の内容を検討中。 
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【協議事項】 

1. 共催依頼 中外製薬「2026.08.28 肺がん診療の地域連携を深める会」  

⇒共催で承認された 

2. 後援依頼 大塚製薬「2026.09.08 認知症診療と BPSD の対応を考える」 

⇒後援で承認された 

3. 後援依頼 ノバルティスファーマ「2026.09.15 第 4 回心不全医療連携講演会」 

⇒後援で承認された 

4. 後援依頼 大塚製薬「2026.09.17 小児アレルギー疾患について考える」 

⇒後援で承認された 

 

5. 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 代謝・内分泌内科に新しくご着任された宮下和季先生よ

り、旭区医師会広報媒体への着任ご挨拶掲載についてのお問い合わせメールが届いた。 

宮下先生からのメールによると、広報誌『雕琢』よりも会員の皆様の目に触れやすい一般的な広報

媒体でのご挨拶掲載をご希望とのこと。 

⇒旭区医師会には広報媒体はないので、講演会で講演していただくか、横浜市医師会 

「みんなの健康」でのコラム掲載を勧める。 

 

6. 処遇改善手当の使い方の説明について (別途資料) 

⇒処遇改善加算手当、処遇改善手当の一時金の利用について協議した結果、承認された。 

ただし注意点として、 

・処遇改善加算手当は事業主の負担にならない様、低めの分配設定を行い報告年度末に調整を行

う。 

・そのため毎月の処遇改善加算手当の実態をきちんと把握確認すること 

が要件として上がった。 

 

7. 令和８年度横浜市地域医療連携推進事業市民医療講演会の開催について 

補助金 154,000円/１区  （令和７年度旭区医師会は 101,963円を請求） 

旭区は昨年三師会と行政と合同でサンハートにて「災害時の医療に備える」を開催 

今年度も同じテーマにて開催を考えている。 

⇒今年度も同じデータで開催する 
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令和 8年度 第 4回 横浜市旭区医師会事業運営委員会議事録 

 

 開催日：令和 8年 7月 24日（金）午後７時 30分 

 開催場所：旭区医師会館 １F講堂 

委員長： 安部要藏 

副委員長： 長谷川頼康 

出席者： 岡田（孝）、安部（要）、明石、生末、一色（聡）、岩間、 

梅澤（雪）、太田（誠）、川瀬、菊地、熊井（優）、黒田（英）、小関（聡）、 

琴寄（剛）、子安、鈴木（剛）、鈴木（哲）、田井、玉川（聡）、西山、 

長谷川（頼）、増田、松宮、三上、山川、山田、福村 

各班長： 白根都岡班；臼田亮介、鶴ヶ峰班；琴寄剛、二俣川班；原田紳介 

 万騎が原班；玉澤彰英、希望が丘班；山口裕礼 

１．横浜市医師会理事会ならびに事業部会報告 

詳細は横浜市医師会ホームページ https://member.yokohama.kanagawa.med.or.jp/ 

【ＩＤ・パスワードが必要です】（もしくは横浜市医師会報をご参照ください。） 

１．横浜市医師会理事会 岡田 孝弘 

【報告事項】（P9.～P10.参照） 

２．社会保険事業部会      黒田 英世 

３．地域保健事業部会 鈴木  剛 

４．地域包括ケアシステム事業部会 増田 哲也 

５．産業医事業部会 田井 重行 

６．学校医部会幹事会 岩間 博士 

７．保育園医部会幹事会 琴寄  剛 

８．広報事業部会 生末 敏和 

９．情報システム事業部会 三上 大志 

10．福祉厚生事業部会 熊井 優人 

11．地域医療事業部会・災害対策事業部会 太田 誠志 

12．勤務医事業部会 鈴木哲太郎 

13. 女性医師部会 梅澤 雪子 

２．区医師会等事業報告 

１．総 務 子安 英樹 

入退会異動について 

入 会  星野陸夫  おれんじハウスそだちとケア診療所横浜 診療所長 2026.6.1付 

異 動  石川 雅  いしかわ内科クリニック⇒医療法人いしかわ内科クリニック 2010.3.25付 

退 会 水野幸一 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院勤務医 2026.3.31付 

 内藤正規  聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院勤務医 2026.3.31付 

 田中淳一 横浜鶴ヶ峰病院勤務医  2026.7.31付 

現在旭区医師会会員数 259名 
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2．会 計 特にございません。 一色聡一郎 

３．学術委員会    9/16(水)話を聞く会を予定しています。 玉川  聡 

４．広報委員会    雕琢の原稿がおおむね揃いました。 山田 浩人 

５．社会保険委員会 9/8(火)令和 8年度社会保険診療懇話会(旭区) 黒田 英世 

６．福祉委員会 特にございません。 安部 要藏 

７．学校医委員会 特にございません。 岩間 博士 

８．学校保健会 特にございません。 福村  正 

９．保育園医部会   7/14(火)保育園医部会を行いました。 琴寄  剛 

10．病診連携委員会 認知症医師向け研修会 9/24or9/28を予定 岡田 孝弘 

11．災害医療対策委員会 特にございません。 太田 誠志 

12．班報告  

白根都岡班  特にございません。 臼田 亮介 

鶴ヶ峰班 特にございません。 琴寄  剛 

二俣川班    特にございません。 原田 紳介 

万騎が原班  玉澤 彰英 

希望が丘班  特にございません。 山口 裕礼 

13．クラブ同好会報告 

野球部 7/4(土)練習中止 7/25(土)、8/1(土)、8/29(土)練習 安部 要藏 

ゴルフ部 11/23(祝)ゴルフコンペ予定 山川 陽平 

ハイキング部 太田 雍子 

14．その他報告 

３．区医師会理事会報告 

休日急患診療所報告(P1.～P5.参照) 長谷川頼康 

在宅事業運営委員会報告(P6.～P10.参照) 増田 哲也 

４．理事会報告(P11.～13.参照) 岡田 孝弘 

【協議事項】 

1. 後援依頼 アステラス製薬「2026.9.16 第 2回骨粗鬆症と共に歩む医療連携 in旭区」 

                                      座長：梅澤雪子先生ほか 

追記：9.16「話を聞く会」開催予定「ACP:AdvanceCarePlanning(仮)」 

横浜市立大学医学部 地域医療•在宅医療学/総合診療医学 診療教授 日下部 明彦 先生 

  

 ⇒「話を聞く会」と同日のため、否決された。 
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旭区医師会行事予定表 

令和 8 年 8 月 旭区医師会行事日程 

8月 区     内 

1 土  

2 日  

3 月  

4 火  

5 水  

6 木 非常用通信訓練 

7 金  

8 土  

9 日  

10 月  

11 祝  

12 水  

13 木 月次会計監査 

14 金  

15 土  

16 日  

17 月  

18 火  

19 水 肺がん二次読影 

20 木  

21 金 肺がん二次読影 胸部 X線読影会 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火  

26 水  

27 木  

28 金 肺がん診療の地域連携を深める会(神奈川県立がんセンター) 

29 土  

30 日  

31 月  
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旭区医師会行事予定表 

令和 8 年 9 月 旭区医師会行事日程 

9月 区     内 

1 火  

2 水  

3 木  

4 金  

5 土  

6 日  

7 月  

8 火 令和 8年度社会保険診療懇話会 

9 水  

10 木  

11 金 月次会計監査 在宅事業運営委員会 

12 土  

13 日  

14 月 理事会 

15 火  

16 水 肺がん 2 次読影会 第 391回話を聞く会 

17 木 小児アレルギー疾患について考える(大塚製薬/聖マ西 3階) 

18 金 肺がん 2 次読影会 胸部 X線読影会 広報委員会 

19 土  

20 日  

21 祝  

22 祝  

23 祝  

24 木  

25 金 事業運営委員会 

26 土  

27 日  

28 月  

29 火  

30 水  
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令和 8年度 休日急患診療所出動医予定表 

勤務時間 10：00～16：30 
 
 

月   日（曜） 
小児科系出動医 内科系出動医 その他の出動医 

医 師 名 医 師 名 医 師 名 

８月 ２日（日） 長谷川 頼康 安部 真蔵  

９日（日） (市大小児) 永川 博康  

１１日（祝） 福村 正 飛鳥井 香紀  

１６日（日） (こども医療) 相澤 一喜  

２３日（日） 代理医師 保土ヶ谷中央医師 小宅 大輔 

３０日（日） 臼田 亮介 難波 貴之  

９月 ６日（日） 代理医師 石川 雅  

１３日(日) 福村 正 大野 力  

２０日（日） (こども医療) 保土ヶ谷中央医師  

２１日（祝） （聖マ小児） 一色 郁子 鳥越 達也 

２２日（祝） (市大小児) 和田 治  

２３日（祝） (市大小児) 須郷 慶信  

２７日（日） 房安 直子 幾世橋 佳  

１０月 ４日（日） 松永 裕子 飯嶋 恵理  

１１日（日） 福村 尚子 嶋谷 祐子  

１２日（祝） 相澤扶美子 勝村 幸夫  

１８日（日） (こども医療) 野本 文子  

２５日（日） 鈴木 剛 室谷 陽裕  

 
 
 
 

 
 

出動医予定表についてのお願い 
 

出動予定表は①通常の日曜祝日 ②年末・年始、５月連休の２通りで作られています。そのため年度によって

は、出動回数が多少多くなる事がありますのでご了承願います。 

変更や疑問点がおありの場合は旭区医師会事務室までご連絡下さい。旭休日急患診療所 所長 長谷川頼康 
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